
　環境省では、「つなげよう、支えよう森里川
海」プロジェクトを推進しています。このプロ
ジェクトは「森里川海を豊かに保ち、その恵み
を引き出すこと」「一人ひとりが、森里川海の
恵みを支える社会をつくること」を目指してい
ます。私たち一人ひとりが意識や行動を変えて
いくことで、森里川海を支えることができます。
活動報告も随時募集しています。まずはできる
ことから、始めてみましょう。このプロジェクトへの賛同はこちらから。
http://www.env.go.jp/nature/morisatokawaumi/
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「つな環」はインターネットからもご覧いただけます。
http://www.geoc.jp/information/tsunakan
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EPOに求められる変革
井上郡康（環境省東北環境パートナーシップオフィス）

全国8カ所に設置された
環境パートナーシップオフィス（EPO）の活動

　世の中は平成の世から“令和”の
世になり新時代を迎えた。
　つい20年前は常識だった事が今
では非常識になったり、これまで考
えもされなかったことが普通に考え
られたりする。1983年に全国展開
された飲料用ペットボトルは画期的
であったが、36年経った今、便利
ではあるが世界的な環境問題になり、
我々は利便性と環境課題からの変革
を求められている。
　EPO事業も例外ではなく、時代

の変革に対応できなければ運営は成
り立たなくなる。EPO東北は令和
に突入するタイミングで運営第4期
目に入り、大きな変革の時期を迎え
た。これまでは環境専門としてのパ
ートナーシップで物事が進んできた
が、今や世の中はESD/SDGs、地
域循環共生圏である。
　ESDを広めていくためには環境
の分野を超えて他の分野とつながる
必要がある。EPO東北では平成29
年から東北地方ESD活動支援セン
ターを構え、教育分野との融合を目
指してきた。環境分野と教育分野で
は物事の考え方や進め方に大きな違
いがあり、その溝を埋めなければ持
続可能な社会など確立しようもない。
そこで第一弾として足元から運営体
制、特に会議体制の見直しを始めて
いる。これまでEPO東北、東北地

方ESD活動支援センターには各々
に委員会があり各々に意見聴取を行
ってきたが、この委員会を同時開催
とした。相互理解を進め事務局を中
心により一体になって事業を進める
体制に変えた。結果が出るのは数年
後かもしれないが、間違いなく言え
ることは、各分野を融合したところ
に新たな光が見えていることだ。
　環境問題には分野はおろか国境さ
えもないはずである。細かい固定概
念を捨て新たな価値観で変革を起こ
していくことが求められている。

2005年より（公財）みやぎ・環境とくらし・ネ
ットワークにて気候変動に関する環境学習や啓
発用ツール開発に携わる。2010年よりEPO東
北にて従事。キリバス共和国における再生可能
エネルギー普及事業など海外事業も手掛ける。

環境省
東北環境パートナーシップオフィス 統括
井上郡康（いのうえ くにやす）

つながるEPOネットワーク

EPO東北と東北地方ESD活動支援センターの
委員会風景


